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1.沿革と概要 

  平良港は、宮古島西岸の市街地沿岸に位置し、宮古地

域の拠点港湾として重要な役割を担っている。 

  古くは、14 世紀頃から中山との航路が開設され、漲

水港として利用されてきた。近代港湾としては、大正２

年地元の商人組合による突堤や荷揚場の整備が始まり

とされており、昭和の初期には大阪商船の那覇／宮古／

八重山／基隆航路により農産物や砂糖の移出、圏域の拠

点港としての役割を担った。 

  大戦後、千トン級船舶が接岸可能な拡張工事が旧平良

市により行われ、宮古地域の拠点港湾として港勢は大い

に発展し、沖縄の本土復帰に伴い、旧平良市を港湾管理

者とする重要港湾として指定された。 

  その後、５千トン級船舶の利用が可能な第３ふ頭、石

油や砂・砂利が主体の第１ふ頭、さらに１万トン級船舶

の利用可能な第２ふ頭が整備された。 

  昭和 61 年度からは、平良港の第２期整備計画ともい

うべき下崎地区の整備に着手し、下崎北防波堤、下崎西

防波堤及び都市機能用地の整備が進められている。また、

平成５年５月から、トゥリバー地区においてコースタル

リゾート計画の整備が進められている。 

  一方、宮古圏では台湾との交流拡大及び観光需要の増

加が期待されていることや、船舶の大型化及び本土・本

島航路フェリー貨物の増大等への対応が求められてお

り、これに対応するため平成 12 年７月に港湾計画の改

訂がなされた。この中で旅客船受入れのための機能や、

外内貿機能の強化、防災機能の向上等の位置付けがなさ

れ、下崎ふ頭の整備が進められてきた。 

  平成 20年 11 月の港湾計画の改訂では、国際観光拠点

としての旅客船の受入れ機能の確保や内貿外貿の機能

強化を図ることとした。  

 また、平成 29年 3月には、14万トン級クルーズに

対応した岸壁の整備等を位置づける港湾計画の一部

変更が行われた。 

2.港湾施設の現況 

平良港の港湾施設の概要は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 21年 2月 

【外郭施設】

　注：船だまりにおける施設は除く

     890m

     550m

     400m

延長名　　称

防波堤(北)

防波堤(南)

防波堤(西)

型　　式

混成堤・ケーソン

〃

〃

備　考

完　成

〃

〃

防波堤(下崎北)      810m 〃 〃

防波堤(下崎北)(第二)      300m 混成堤・ケーソン、ブロック 工事中

防波堤(下崎西)    2,400m 混成堤・ケーソン 〃

防波堤(北)(トゥリバー)      360m スリットケーソン 完　成

【係留施設】

物揚場 4.0m 1,082m  

岸　壁 10.0m 1 170m下　崎

漲　水
(第4ふ頭)

岸　壁 4.5m 1  95m    500D/W

岸　壁 7.5m 1 130m  5,000D/W漲　水
(第3ふ頭)

 5,000D/W

〃 5.0m 1  60m  1,000D/W

漲　水
(第2ふ頭)

〃 7.5m 1 130m  5,000D/W

〃 6.5m 1 105m

180m  2,000D/W

岸　壁 9.0m 1 185m 10,000D/W

対象船舶

岸　壁 7.5m 2 260m  5,000D/W

漲　水

地区名 名称 水深 バース数 延長

漲　水
(第1ふ頭) 〃 5.5m 2

別添エクセルを参考に修正願います。 

【係留施設】 ※修正箇所赤字表記されてないためご注意ねがいます。

資料：「土建部要覧」平成29年3月

 30m 20G/T

下　崎 岸　壁 10.0m 1 275m 12,000D/W

トゥリバー

 3.0m 103m 20G/T

物揚場  3.0m 100m 20G/T

船揚場

 60m 10G/T

久　松 船揚場  30m 10G/T

浮桟橋

10G/T

大　浦
物揚場 2.5m 100m 10G/T

船揚場

下里船だまり
物揚場 2.5m 395m 10G/T

船揚場  20m

100G/T

浮桟橋  45m 130G/T

第4ふ頭

岸　壁 4.5m 1  95m 500D/W

物揚場 4.0m  65m

物揚場 4.0m 285m 100G/T

第3ふ頭

 5,000D/W

5.0m 1  60m 200G/T
第2ふ頭

岸　壁 7.5m 1 130m  5,000D/W

6.5m 1 105m

 2,000D/W

物揚場 4.0m   257m  100G/T

第1ふ頭

岸　壁 7.5m 2 260m  5,000D/W

5.5m 2 180m

地区名 名称 水深 バース数 延長 対象船舶
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3.港湾利用の現況 

①港湾取扱貨物量等 

  平良港の港湾取扱貨物量は、平成 27 年の伊良部大橋

開通に伴い、定期航路が廃止されたため、フェリー貨物

が大きく減少している。 

 平成 28 年の港湾取扱貨物量は、約 77 万トンであり、 

その内訳は輸移出約 14万トン、輸移入約 63 万トンと 

なっている。 

  品目別では、化学工業品が最も多く、次いで、鉱産品、

金属機会工業品の順に多い。 

  船舶乗降人員および入港船舶隻数についても、平成 2

7 年以降大幅に減少しており、平成 28 年実績は船舶乗

降人員が約 25万人、入港船舶隻数が約 1千隻であった。 

 

②定期旅客航路 

  平良港の定期航路は、本土、本島(那覇港)及び石垣 

島(石垣港)を結ぶ航路、また台湾や中国を結ぶ外国航路

がある。平成 27年 1月に伊良部大橋が開通し、伊 

良部島(長山港、佐良浜漁港)を結ぶ航路は廃止され、 

現在の離島航路は、多良間島(多良間港)を結ぶ航路の 

みが運航されている。 

 

 

 

 

 

【本島航路】

　資料：「運輸要覧」(平成27年12月)

起　終　点
船　名 業者名 就航回数

（寄港地）

 2/週

しゅれい

にらいかない

ちゅらしま

那覇/平良/石垣 琉球海運(株)

【離島航路】

　資料：「運輸要覧」(平成27年12月)

起　終　点
船　名 業者名 就航回数

（寄港地）

多良間/平良 フェリーたらまゆう (資)多良間海運             6/週

【外国航路】

　資料：「運輸要覧」(平成27年12月)

せつ丸 南西海運(株) 不定期

博多/鹿児島/那覇/平良
/石垣/台湾(台北、高雄)

みやらびⅡ 琉球海運(株) 1/週

起　終　点
船　名 業者名 就航回数

（寄港地）

那覇/平良/石垣
/台湾(基隆)/中国(廈門)
/台湾(高雄)/那覇

別添「最新版(重要港湾貨物量グラフ）

140～144_港湾別統計資料)」に差し替

え願います。 

平良港

港湾取扱貨物量の推移(平良港)
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別添の港湾計画図に入れ替え 
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下 崎 地 区 

平成 21年 2 月 

昭和 52 年 11 月 

漲 水 地 区 

平成 21 年 2 月 

昭和 52 年 11 月 

別添の港湾計画図に入れ替え 
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トゥリバー 地 区 

平成 21 年 2 月 

平成元年 2 月 

平成 21 年 2 月 

別添の港湾計画図に入れ替え 
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 平良港では漲水地区に物流機能が集中しているが、近年の貨物量の増加、定期船の大型化に伴い、 
新たな物流拠点として以下のとおり計画されているのが下崎ふ頭である。 
 ①砂・砂利、セメント、スクラップ等のバルク貨物取扱いを下崎地区に集約するため公共埠頭 
  (-10ｍ岸壁 1バース)を計画する。 
 ②石油、LPG等の危険物取扱いを下崎地区に移転するため、公共埠頭(-6.5ｍ岸壁 1バース)及び 
  危険物取扱施設用地を計画する。 

漲水地区再編計画 

下崎埠頭計画 

漲水地区は、平良港の物流拠点として整備してきたが、近年のクルーズ需要の増大やクルーズ船の 
大型化に対応するため、漲水地区再開発を以下のとおり計画している。 
 
 ①大型クルーズ船の寄港に対応するため、旅客船埠頭(定期フェリー、RORO船用の公共埠頭と共用) 
  を計画する。 
 ②災害時の緊急物資の受け入れ等に円滑に対応するため、市街地に近い漲水地区に耐震強化岸壁を 
  計画する。 
 ③定期フェリー及び RORO船の安定的な輸送を行うため、公共埠頭(旅客船埠頭と共用)を計画する。 
 ④安全かつ円滑な荷捌きを行うため、埠頭用地の拡張を計画する。 
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避難泊地計画 

トゥリバー地区計画 
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